
断面図

C
L

S=1:50

※本図に示す寸法は概略値である。

　従って、施工前には詳細寸法等を実測の上、確認すること。

上流側 下流側

G1 G2 G3

側面図 S=1:100

平面図 S=1:100
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間
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倉敷方面 岡山方面

倉敷方面 岡山方面

1:0.5

土留め壁

A1 A2

G1

G2

G3

土留め壁

A2

1:
0.
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横桁：塗装塗替え

　　　断面修復

M F

M F

既設下水圧送管橋（単独橋）撤去予定

1.9

矢部橋　補修一般図

矢部橋 補修一般図

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

適用示方書

昭和46年（1971年）（橋梁台帳より）竣工年度

1径間単純鋼合成H桁橋

5.500m有効幅員

橋梁諸元

橋梁名

不明

支間長

路線名

橋　長

矢部橋

上部工形式

全幅員

18.800m

18.400m

桁　長

小橋台

6.200m

市道　撫川６号線

19.000m

TL-20設計荷重

下部工形式

杭基礎基礎工形式

4
00

5
00

1
1
00

600 5@1000=5000 600

6200

φ400

350 5500 350

6200

17
0 6
0300 300

8
0
0

700 70080
0

排水管φ115

8
7
0

排水管：塗装塗替え 排水管：塗装塗替え

支承：塗装塗替え

添架管：DIPφ100

水管橋

Con杭φ400

Con杭φ400

φ
=400

550550

1100

6
00

5
@1
0
00
=5
0
00

6
00

6
2
00

橋　長　19000

橋　長　19000

35
0

5
5
00

35
0

6
2
00

8
5
0

22
50

2
25
0

85
0

4
00

5
0
0

11
0
0

700700

30 桁　長　18940 30

30 桁　長　18940 30

200 支間長　18540 200

200 支間長　18540 200

既設コンクリート

既設重力式擁壁

既設コンクリート

1
7
5
0

根固めコンクリート

8
0
0

既設重力式擁壁

主桁：塗装塗替え

床版：ひびわれ注入

A1橋台：シール材設置

伸縮装置：伸縮目地補修 伸縮装置：伸縮目地補修

防護柵補修

添架管：DIPφ100

埋設管（推定）：DIPφ100

水切り設置



東
六
間
川

倉敷方面 岡山方面

A1 A2

G1

G2

G3

配置図 S=1:100

矢部橋　塗装塗替え工詳細図（その1）

【 G1 】

S=1:50

上Flg下面

Web上流側

Web下流側

下Flg上面

下Flg下面

【 G2 】

上Flg下面

Web上流側

Web下流側

下Flg上面

下Flg下面

【 G3 】

上Flg下面

Web上流側

Web下流側

下Flg上面

下Flg下面

倉敷方面 岡山方面

A1 A2

倉敷方面 岡山方面

A1 A2

倉敷方面 岡山方面

A1 A2

【 主桁 】

矢部橋 塗装塗替え工詳細図（その1）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

使用量

（g/m2）
塗装間隔

塗膜剥離剤

塗 料 名

(200)

200

200

1日～10日

120
2日～10日

140

4時間以内

Rc-III塗装系（はけ、ローラー）

塗装工程

素地調整

下塗

下塗

上塗

中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

（鋼材露出部のみ）

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

1日～10日

1日～10日

500g/m2
(2回塗りを想定)

下塗

上塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗)
(0.12kg/m2/回）

中塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗)

下塗工（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）

(0.14kg/m2/回）

(0.2kg/m2/回）

下塗工（弱溶材系変性エポキシ樹脂塗料下塗）（鋼材露出部のみ）
(0.2kg/m2/回）

素地調整工 3種ケレン

Rc-　塗装系仕様
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鋼材表面
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倉敷方面 岡山方面
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G1

G2

G3

配置図 S=1:100

（1） （2） （3） （4） （5）

CL CL

S=1:25

横桁（1） 横桁（2） 横桁（3）
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【 横桁 】

CL

CL

矢部橋　塗装塗替え工詳細図（その2）

矢部橋 塗装塗替え工詳細図（その2）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

使用量

（g/m2）
塗装間隔

塗膜剥離剤

塗 料 名

(200)

200

200

1日～10日

120
2日～10日

140

4時間以内

Rc-III塗装系（はけ、ローラー）

塗装工程

素地調整

下塗

下塗

上塗

中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

（鋼材露出部のみ）

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

1日～10日

1日～10日

500g/m2
(2回塗りを想定)

下塗

上塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗)

(0.12kg/m2/回）

中塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗)

下塗工（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）

(0.14kg/m2/回）

(0.2kg/m2/回）

下塗工（弱溶材系変性エポキシ樹脂塗料下塗）（鋼材露出部のみ）

(0.2kg/m2/回）

素地調整工 3種ケレン

Rc-　塗装系仕様
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A1 A2

M F

M F

側面図

平面図

断面図

ａ1＝0.0130m2 ａ2＝0.0400m2

ａ3＝0.0585m2

支承図 S=1:10

S=1:50

【 支承 】

倉敷方面 岡山方面

C L
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面

図
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側
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倉敷方面

平面図
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L

上流側 下流側

G1 G2 G3

断面図

岡山方面

平面図

【 排水管 】

矢部橋　塗装塗替え工詳細図（その3）

矢部橋 塗装塗替え工詳細図（その3）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

使用量

（g/m2）
塗装間隔

塗膜剥離剤

塗 料 名

(200)

200

200

1日～10日

120
2日～10日

140

4時間以内

Rc-III塗装系（はけ、ローラー）

塗装工程

素地調整

下塗

下塗

上塗

中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

（鋼材露出部のみ）

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

1日～10日

1日～10日

500g/m2
(2回塗りを想定)

下塗

上塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗)
(0.12kg/m2/回）

中塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗)

下塗工（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）

(0.14kg/m2/回）

(0.2kg/m2/回）

下塗工（弱溶材系変性エポキシ樹脂塗料下塗）（鋼材露出部のみ）
(0.2kg/m2/回）

素地調整工 3種ケレン

Rc-　塗装系仕様

塗装塗替

塗装塗替
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鋼材表面

排水管φ115



矢部橋　上部工補修図（その1） S=1:30
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(19) 0.3-ΣL=4770

(20) 0.2-ΣL=2650

(21) 0.3-ΣL=500

(22) 0.2-ΣL=2020

(23) 0.3-ΣL=450

(25) 0.2-ΣL=2360(24) 0.2-ΣL=950

ひびわれ補修工、断面修復工、水切り設置工

上流側　∑A＝2.56m2

下流側　∑A＝1.33m2

上流側　L=18.94m

下流側　L=18.94m

矢部橋 上部工補修図（その1）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

6
20
0

桁　長　18940

4670 4600 4600 4670

ひびわれ補修

ひびわれ補修 ひびわれ補修
ひびわれ補修

ひびわれ補修
ひびわれ補修

ひびわれ補修
ひびわれ補修

断面修復

断面修復

水切り設置

水切り設置

200200



エポキシ樹脂系注入材(3種)

はつり工

復旧図

断面修復工（左官工法）

（参考図）

(
カ
ッ
タ
ー
)

　　はつり除去

主桁側面

主桁側面

プライマー塗布　

(エポキシ樹脂系)

プライマー塗布　

(エポキシ樹脂系)

工　　　種

断 面 修 復 工

仕　　　　様

主要材料表

ひびわれ注入工

注入座金(注入部位)

ひびわれ

 0.2mm以上

(参考図)

工　　　種

ひびわれ注入工 エポキシ樹脂系注入材(3種)

仕　　　　様

主要材料表

ポリマーセメント系モルタル材

注記）

 1.本図面は、調査結果をもとに作成した図面である。

 2.施工時には、天候に十分注意をすること。

 3.補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って

   確認すること。

4.補修工程は参考とする。

矢部橋　上部工補修図（その2）
ひびわれ補修工、断面修復工、水切り設置工

材料表

水切り設置工

（参考図）

名   称 寸　　法 材　　質

水切り W25×H20×L1000

重　量

80g/m　 EPDMゴムスポンジ(ライトグレー)

R=9

水切り材断面図 S=1:1

矢部橋 上部工補修図（その2）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

損傷部のコンクリートはつり

鉄筋の錆落し、清掃

コンクリート面にプライマー塗布

コンクリートの欠損部に充填材を充填

仕上げ、養生

断面修復 施工フロー

鉄筋の露出

鉄筋の表面に防錆材塗布

終　了

開　始

鉄筋露出なしの場合、
線内を除く

はつりによる脆弱部除去。

鉄筋の防錆処理を行う。

材料を刷毛等を用いて適当量塗布する。

所定の混合比で練り混ぜた断面修復材を

金こて等で平滑に仕上げる。

必要に応じてサンダー仕上げや
塗装仕上げを行う。

劣化位置の外周にコンクリートカッターで

切れ目を入れ、断面修復時にフェザーエッジに

ならないよう端部形成を行う。

劣化位置の外周にコンクリートカッターで

　　不陸のないよう調整を行うこと。

※　水切り設置面のコンクリートは、

接着剤塗布

シーリング

注入材注入

注入器具設置

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

注入器具撤去

仕 上 げ

作業完了

※　鉛直方向のひびわれについては、特に注入材の逸脱に注意すること。

※　注入材は可使時間内に注入を行い、可使時間を過ぎた材料については

　　使用しないこと。

※　注入はひびわれの下方から上方向に向かって、順次注入を行う。

※　注入パイプ取付は300mm間隔を基本とする。

※　気温5℃以下では施工しないこと。

水切り材
50

既設鉄筋

 
10
m
m程

度
 

はつり範囲

既設鉄筋鉄筋防錆材塗布

ポリマーセメントモルタル充填

配力筋背面まで

50
mm

5
0m
m

 
10
m
m程

度
 

D16

D13

エポキシ樹脂シール材

注入器

注入用座金及び注入器

エポキシ樹脂シール材

ひびわれ

30
0m
m
程
度

1 3

6

25

124 5
1
5

1
.
5

2
0

3



シール材 0.03×0.03×6.2×1000×1.20＝6.70　　　シリコーン系

種別 数量（L）規格

S=1:20

断面図

CL

上流側 下流側

土留め壁（推定）

1:
0.
5

（推定）

土留め壁（推定）

（推定）

流向

矢部橋　上部工補修図（その3） S=1:20

正面図

CL

土留め壁（推定）

上流側 下流側

土留め壁（推定）

1:
0.
5

A1橋台

土留め壁（推定）

（推定）

上流側側面図 下流側側面図

87.H300x300

88.H200x200

1:0.5
1:0.5

1

1

2

2

シール材設置工数量表

シール材設置工、断面修復工

矢部橋 上部工補修図（その3）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

※ロス率20％を含む

4
0
0

5
00

11
00

600 5@1000=5000 600

6200
φ400

350 5500 350

6200

1
70

6
0

Con杭φ400

700

既設コンクリート

既設重力式擁壁

Con杭φ400

700

既設コンクリート

既設重力式擁壁

4
0
0

5
00

11
00

600 5@1000=5000 600

6200
φ400

350 5500 350

6200

1
70

6
0

間詰コンクリート

既設コンクリート

Con杭φ400

700

既設コンクリート

Con杭φ400

700

既設コンクリート

既設重力式擁壁

断面修復（橋台）

シール材設置　L=6.2ｍ

間詰コンクリート

シール材設置　L=6.2ｍ シール材設置　L=6.2ｍ

30

3
0

30

3
0



矢部橋　上部工補修図（その4） S=1:50

A1 A2

倉敷方面 岡山方面

東
六
間
川

伸縮目地補修工、断面修復工

89.T100x100

矢部橋 上部工補修図（その4）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

小遊間用止水材 6.2×2＝12.4　　　メジエイドMA30同等品以上

種別 数量規格

シール材 0.03×0.015×6.2×1000×2＝5.58　　　　　シリコーン系

単位

ｍ

L　　　　

床 版 

コンクリート舗装

シール材

注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

施工後断面図 S=1:5

橋台胸壁

アスファルト又は

コンクリート

床 版 

既設エラスタイト

コンクリート舗装

注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

現況断面図 S=1:5

橋台胸壁

アスファルト又は

コンクリート

既設エラスタイト

メジエイド MA30同等品以上

伸縮目地撤去・設置　概要図

伸縮目地部分取換工数量表

橋　長　19000

3
5
0

5
50
0

3
5
0

6
20
0

30 桁　長　18940 30

200 支間長　18540 200 断面修復工（地覆）

伸縮目地補修工　L=6.2m

伸縮目地補修工　L=6.2m

30

1
5

6
0

30

23
0

6
0

1
4
5

7
0



矢部橋　上部工補修図（その5） S=1:50

A1 A2

倉敷方面 岡山方面

東
六
間
川

防護柵補修工

側面図

C
L

上流側 下流側

G1 G2 G3

断面図

防護柵(ガードレール)補修数量表

直ビーム

路側用袖ビーム B・C種

C種：長さ2330mm

2枚×2（上下流）＝ 4枚　　　　　

1枚×2（上下流）＝ 2枚　　　　

C種：長さ4330mm 4枚×2（上下流）＝ 8枚　　　　　

※交換する部材の寸法、枚数は想定である。
　現地再確認の上、決定すること。

※支柱構造(鋼管)では内部の減厚は外観からは確認できないため、
　基部に腐食がある場合は板厚測定を実施し、その後の対応について
　発注者と協議を行うこと。

笠木

袖笠木 2枚×2（上下流）＝ 4枚　　　　

4m用 4枚×2（上下流）＝ 8枚　　　　　

500 500

N＝1枚 N＝1枚

ボルト・ナット
C用：M16×35

C用：M20×145(支柱)

68本×2（上下流）＝ 136本　　　　

9本×2（上下流）＝ 18本　　　　

種別 数量規格

500 500

N＝1枚 N＝1枚

矢部橋 上部工補修図（その5）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課

市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

2m用 1枚×2（上下流）＝ 2枚　　　　　

橋　長　19000

3
50

55
0
0

3
50

62
0
0

30 桁　長　18940 30

200 支間長　18540 200

直ビーム・袖ビーム・ボルトナット取替

直ビーム・袖ビーム・ボルトナット取替

9@2000=18000

350 5500 350

6200

1
70 60

排水管φ115 8
70

C種：長さ2330mmC種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

袖ビーム 袖ビーム

笠木取替え L=18000袖笠木取替え 袖笠木取替え

9@2000=18000

C種：長さ2330mmC種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

C種：長さ4330mm

袖ビーム 袖ビーム

笠木取替え L=18000袖笠木取替え 袖笠木取替え

330.000
165.000



矢部橋　上部工補修図（その6） S=1:50

防護柵補修工（参考図）

矢部橋 上部工補修図（その6）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

支柱 ビーム

2.3x350x50

ブラケット

袖ビーム

組立図 S=1/20

150

笠木

[-150x50x3.2

ブラケット取付用ボルト

 M20x145(4.6)

ブラケット

取付詳細図 S=1/10

笠木取付用ボルト

M16x35(6.8)

笠木

[-150x50x3.2

PL120x3.2x250

ビーム取付用ボルト

M16x35(6.8)

6-22x40長孔 2-18x24長孔 6-18x24長孔

ビーム S=1/10

2.3

50

t2.3

4-18x24長孔

袖ビーム S=1/10

3
1

4
.
5

22x50長孔

2-22x28長孔

ブラケット S=1/5

35 3.2 16

φ
4
0

M20(4.6)

ブラケット取付用ボルト S=1/5

133.2

φ
4
0

3.2

35

M16(6.8)

笠木・ビーム取付用ボルト S=1/5

50

3
.
2

4-18x24長孔

笠木 S=1/10

50

18x24長孔

端部笠木 S=1/10

50

3
.
2

2000

4000

2000 2000

4000500

2000

170 2000 2000 160

4330

200 200 200

3
5
0

660

35
6

160500

2
0
0

200

300

7
0

200

100

145

1
5
0

100 1800 200 1800 100

4000 150

100

1
5
0



矢部橋　施工計画図（参考図）

※本図に示す寸法は概略値である。
　従って、施工前には詳細寸法等を実測の上、確認すること。

A1 A2

倉敷方面 岡山方面

東
六
間
川

平面図 S=1:50

撤去予定

A1

倉敷方面 岡山方面

A2

側面図 S=1:50

断面図 S=1:40

断面図 S=1:40

C
L

上流側 下流側

C
L

（朝顔）

（朝顔）

上流側 下流側

矢部橋 施工計画図（参考図）

図 示

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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市道撫川6号線（矢部橋）塗装補修工事

35
0

55
00

3
50

62
00

排水管φ115

排水管φ115

橋　長　19000

30 桁　長　18940 30

200 支間長　18540 200

吊り足場　19000

2
00

8
00

62
00

橋　長　19000

4
0
0

5
0
0

1
1
0
0

700
700

30 桁　長　18940 30

200 支間長　18540 200

8
0
0

吊足場　19000

吊足場 A＝136.52m2

6
0
0

下水圧送管橋

600 5@1000=5000 600

6200

φ400

350 5500 350

6200

1
7
0 6
0300 300

8
0
0

700 700

350 5500 350

6200

1
70 60

300 300

8
0
0

700 700

吊り足場 床面シート張防護工

2
0
0

シート張防護工

6
0
0

2
0
0
0

800

湿式塗膜剥離剤工用養生シート工

吊り足場

シート張防護工

2
0
0
0

200 800

朝顔

床面シート張防護工

湿式塗膜剥離剤工用養生シート工湿式塗膜剥離剤工用養生シート工

200

朝顔

湿式塗膜剥離剤工用養生シート工


